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司
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追
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「
中
野
正
剛
先
生
顕
彰
会
」

の
主
催
。
中
野
先
生
の
崇
敬

者
は
じ
め
玄
洋
社
関
係
者
、

政
界
な
ど
か
ら
の
約
五
十
人

が
参
列
し
た
。

　

山
内
圭
司
宮
司
を
祭
主
に

祝
詞
奏
上
、
玉
串
奉
奠
な
ど

の
神
事
で
、
東
條
英
機
の
暴

走
と
対
峙
し
た
中
野
先
生
の

偉
業
を
顕
彰
し
、慰
霊
し
た
。

　

同
顕
彰
会
の
吉
村
剛
太
郎

理
事
長
は
、
大
勢
の
参
加
が

あ
っ
た
こ
と
に
謝
意
を
述
べ

「
来
年
は
天
皇
陛
下
が
退
位

さ
れ
る
。
今
回
は
、
平
成
最

後
の
顕
彰
祭
と
な
る
が
、
顕

彰
祭
は
新
た
な
年
号
の
下
で

続
く
」
と
挨
拶
し
た
。

　

式
典
の
後
、
同
宮
参
集
殿

に
会
場
を
移
し
て
直
会
（
な

お
ら
い
）
が
行
わ
れ
、
参
加

　

福
岡
市
が
生
ん
だ
熱
血
政

治
家
、
中
野
正
剛
先
生
の
顕

彰
祭
が
昨
年
十
月
二
十
日
、

福
岡
市
中
央
区
今
川
二
丁

目
、
鳥
飼
八
幡
宮
境
内
の
中

野
先
生
の
銅
像
前
で
斎
行
さ

れ
た
。

　

同
日
の
式
典
に
、
神
奈
川

県
小
田
原
市
に
あ
る
富
士
フ

イ
ル
ム
㈱
神
奈
川
工
場
記
録

メ
デ
ィ
ア
研
究
所
の
研
究
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
市
川
智
洋
さ

ん
（
44
）
ら
社
員
五
人
も
参

列
さ
れ
た
。

　

社
員
研
修
の
中
の
、歴
史
、

文
化
を
身
に
つ
け
る
「
一
般

教
養
」
の
課
程
で
、
明
治
維

新
か
ら
明
治
時
代
を
テ
ー
マ

に
研
究
を
進
め
る
と
「
玄
洋

社
」
に
出
合
い
、「
な
ら
ば
発

祥
の
現
地
を
見
て
み
よ
う
」

と
、
中
野
先
生
の
顕
彰
祭
に

合
わ
せ
て
来
福
さ
れ
た
。

　

玄
洋
社
墓
地
の
あ
る
崇
福

寺
（
同
市
博
多
区
千
代
）、

廣
田
弘
毅
先
生
の
墓
所
、
聖

福
寺
（
同
区
御
供
所
町
）
な

ど
も
見
学
さ
れ
た
。

者
は
歓
談
の
ひ
と
と
き
を
す

ご
し
た
。
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鎮
撫
士
は
寺
田
屋
に
着
く
と
、
二
階
で
決
起
の
準
備
を

し
て
い
た
激
徒
の
中
か
ら
指
導
者
の
有
馬
新
七
、
田
中
謙

助
等
を
階
下
に
呼
び
出
し
、ひ
ざ
詰
め
の
談
判
に
な
っ
た
。

　
「
と
に
か
く
錦
小
路
の
お
屋
敷
へ
来
て
大
殿
様（
久
光
）

の
話
を
聞
い
て
く
れ
」
と
伝
え
る
と
有
馬
は
「
早
速
お
伺

い
し
た
い
が
、
わ
れ
わ
れ
は
宮
（
中
川
宮
朝
彦
親
王
）
の

お
召
し
が
あ
っ
て
伺
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
断
っ
た
。

　

奈
良
原
は
「
君
命
で
あ
る
」
と
言
っ
た
が
有
馬
は
「
宮

の
御
用
を
承
っ
て
お
る
」
の
一
点
張
り
で
押
し
問
答
は
続

く
。

　

こ
の
時
、
有
馬
が
「
地
ご
ろ
ィ
な
い
が
わ
か
っ
か
」
と

言
っ
て
奈
良
原
等
が
激
怒
し
た
と
い
う
話
も
あ
る
。
久
光

は
、
ず
っ
と
鹿
児
島
で
育
っ
た
地
ご
ろ
（
田
舎
っ
ぺ
）
だ

か
ら
天
下
の
形
勢
が
わ
か
る
か
と
言
っ
た
の
だ
。
奈
良
原

は
　
「
わ
れ
わ
れ
は
上
意
討
ち
の
君
命
を
承
っ
て
来
て
お
る

が
、
そ
れ
で
も
よ
い
か
」

　

と
念
を
押
し
た
が

　
「
致
し
方
な
い
」

　

と
い
う
返
事
で
あ
る
。
そ
の
と
た
ん
に
討
手
の
道
島
五

郎
兵
衛
が

　
「
上
意
！
」

　
「
頭
山
満
翁
並
び
に
玄
洋

社
物
故
者
慰
霊
祭
」
が
、
昨

年
十
月
七
日
、
玄
洋
社
墓
地

の
あ
る
福
岡
市
博
多
区
千
代

四
丁
目
の
「
崇
福
寺
」
本
堂

で
執
り
行
わ
れ
た
。

　

一
般
財
団
法
人
明
道
会

（
山
崎
拓
理
事
長
）の
主
催
。

頭
山
満
翁
の
命
日
十
月
五
日

前
後
に
毎
年
、斎
行
さ
れ
る
。

　

こ
の
日
は
、
頭
山
翁
の
曾

孫
、
頭
山
晋
太
郎
氏
は
じ
め

玄
洋
社
、
明
道
会
ゆ
か
り
の

人
な
ど
約
三
十
人
が
参
列
し

た
。

　

同
寺
執
事
、
方
谷
源
久
師

を
導
師
に
読
経
、
参
列
者
の

焼
香
で
玄
洋
社
物
故
諸
先
覚

を
慰
霊
、
顕
彰
し
た
。

　

挨
拶
で
、
山
崎
理
事
長
は

「
十
月
十
日
の
双
十
節
を
前

に
、
孫
文
の
辛
亥
革
命
を
支

援
し
た
頭
山
翁
は
じ
め
玄
洋

社
先
覚
の
ご
遺
徳
を
改
め
て

振
り
返
り
た
い
」と
述
べ
た
。

　

孫
文
が
指
導
し
て
中
国
・

清
朝
を
倒
し
た
辛
亥
革
命

は
、
一
九
一
一
年
十
月
十
日

の
武
昌
蜂
起
が
導
火
線
と
な

っ
た
。
日
本
に
亡
命
し
、
革

命
運
動
に
奔
走
す
る
孫
文

を
、
頭
山
翁
を
は
じ
め
と
し

て
玄
洋
社
の
面
々
は
物
心
両

面
に
わ
た
る
強
力
な
支
援
を

し
た
。

　

革
命
成
功
後
の
一
九
一
三

年
（
大
正
二
年
）
二
月
十
三

日
か
ら
、
孫
文
は
お
礼
の
た

め
来
日
し
た
。
三
月
二
十
三

日
ま
で
三
十
九
日
間
滞
在
し

各
地
で
大
歓
迎
を
受
け
た
。

　

福
岡
市
に
は
二
日
間
滞

在
。
物
故
者
の
墓
参
な
ど
を

し
た
。

　

そ
の
一
日
、
孫
文
は
西
職

人
町
の
玄
洋
社
を
訪
れ
た
。

座
布
団
も
テ
ー
ブ
ル
も
な
い

簡
素
な
酒
茶
の
も
て
な
し
を

孫
文
は
気
に
入
り
、
社
員
と

談
笑
し
た
と
い
う
。

〈16〉

試
練
の
時
代

柳　

猛
直

頭
山
満
と
玄
洋
社

題字は進藤一馬福岡市長

崇福寺で物故先覚慰霊祭
「双十節を前に玄洋社の孫文支援を想起する…」

明 道 会

厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た
物
故
先
覚
の
慰
霊
祭
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と
叫
ん
で
抜
き
打
ち
に
田
中
謙
助
に
斬
り
つ
け
る
。
田

中
は
真
っ
向
か
ら
額
を
割
ら
れ
て
眼
球
が
飛
び
出
し
た
。

双
方
立
ち
上
が
っ
て
激
し
い
乱
闘
に
な
る
。

　

討
手
は
藩
内
で
も
聞
こ
え
た
示
現
流
の
使
い
手
ば
か
り

で
あ
る
。
討
手
の
山
口
金
之
進
の
打
ち
下
ろ
す
刀
で
激
徒

の
柴
山
愛
次
郎
の
首
が
飛
ん
だ
。

　

有
馬
新
七
は
田
中
を
倒
し
た
道
島
五
郎
兵
衛
に
斬
り
か

か
っ
た
が
打
ち
合
っ
た
瞬
間
、
刀
が
鍔
元
（
つ
ば
も
と
）

か
ら
折
れ
て
飛
ん
だ
。
有
馬
は
刀
を
投
げ
出
す
と
素
手
で

道
島
に
飛
び
か
か
り
、
相
手
を
壁
に
押
し
つ
け
た
が
二
人

と
も
身
動
き
出
来
な
い
。
有
馬
は
大
声
で
叫
ん
で
い
た
。

　
「
オ
イ
ご
と
刺
せ
！
オ
イ
ご
と
刺
せ
！
」

　

自
分
の
背
中
を
突
き
通
し
て
道
島
を
刺
し
殺
せ
と
い
う

の
だ
。

　

若
い
橋
口
吉
之
丞
は
盟
主
と
し
て
尊
敬
す
る
有
馬
の
絶

叫
に
一
瞬
た
じ
ろ
ぐ
の
だ
が
、
刀
を
水
平
に
構
え
る
と
鋭

い
気
合
い
と
と
も
に
体
ご
と
ぶ
っ
つ
け
る
よ
う
に
有
馬
の

背
中
を
刺
し
通
し
た
。
二
人
と
も
声
も
立
て
ず
に
絶
命
し

た
と
い
う
。

　

す
さ
ま
じ
い
流
血
の
乱
闘
が
続
い
て
い
た
が
討
手
の
奈

良
原
喜
八
郎
は
肌
ぬ
ぎ
に
な
り
、
血
ま
み
れ
の
上
半
身
裸

の
ま
ま
大
小
を
投
げ
出
し
両
手
を
合
わ
せ
て
拝
む
よ
う
な

姿
勢
で

　
「
頼
む
、
頼
む
、
や
め
ろ
、
や
め
て
く
れ
！
」

　

と
叫
び
な
が
ら
階
段
を
上
が
っ
て
二
階
に
た
む
ろ
し

て
、
あ
っ
け
に
と
ら
れ
て
い
る
人
々
の
中
に
入
っ
て
い
っ

た
。

　

一
同
、
奈
良
原
の
気
迫
に
押
さ
れ
て
沈
黙
す
る
。
奈
良

原
は

　
「
有
馬
以
下
の
者
は
君
命
に
背
い
た
か
ら
討
ち
取
っ
た

の
で
あ
っ
て
諸
君
に
対
し
て
は
敵
意
は
な
い
。
ど
う
か
京

に
行
っ
て
大
殿
様
に
会
っ
て
話
を
聞
い
て
く
れ
」

　

と
懇
願
し
た
。
皆
、
奈
良
原
の
言
葉
を
粛
然
と
し
て
聞

い
て
い
た
。

　

福
岡
藩
の
勤
皇
派
弾
圧
事

件
「
乙
丑（
い
っ
ち
ゅ
う
）の

獄
」
＝
慶
応
元
年
＝
で
犠
牲

に
な
っ
た
家
老
、
加
藤
司
書

公
と
諸
烈
士
の
追
悼
会
が
、

司
書
公
の
命
日
の
昨
年
十
月

二
十
五
日
、
菩
提
寺
の
「
節

信
院
」（
福
岡
市
博
多
区
御

供
所
町
十
一
）で
行
わ
れ
た
。

　

ご
遺
徳
を
し
の
ん
で
檀
家

や
崇
敬
者
ら
お
よ
そ
百
人
が

参
列
し
た
。

　

喜
納
浩
一
住
職
の
読
経
の

中
で
参
列
者
は
焼
香
。
祭
文

が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

　

邪
気
払
い
の
居
合
の
形
の

あ
と
、
筑
前
琵
琶
奏
者
、
米

村
旭
翔
さ
ん
が「
加
藤
司
書
」

黙
」
が
語
ら
れ
た
。

　

こ
の
日
は
、
当
代
屈
指
の

博
多
人
形
作
家
、
中
村
信
喬

氏
が
五
年
が
か
り
で
作
っ
た

「
加
藤
司
書
公
」
の
立
像
の

披
露
も
あ
っ
た
。

　

偉
業
を
成
し
た
郷
土
の
先

覚
た
ち
の
志
は
、
地
域
の
発

展
を
願
う
銀
行
の
業
務
に
も

通
じ
る
―
と
、
西
日
本
シ
テ

ィ
銀
行
（
本
店
、
福
岡
市
博

多
区
博
多
駅
前
）
の
行
員
研

修
施
設
「
コ
コ
ロ
館
」（
同

市
中
央
区
鳥
飼
二
）
は
、
館

内
の
「
歴
史
文
化
サ
ロ
ン
」

に
玄
洋
社
の
総
帥
、
頭
山
満

翁
は
じ
め
幕
末
・
明
治
か
ら

昭
和
初
期
に
、
政
治
の
分
野

で
活
躍
し
た
福
岡
の
先
覚
の

肖
像
写
真
や
人
物
像
、
業
績

を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
を
展
示

し
て
い
る
。

　
「
郷
土
発
展
の
礎
を
築
い

た
偉
人
た
ち
」
の
テ
ー
マ
で

紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
、
頭

山
翁
の
ほ
か
に
福
岡
藩
勤
皇

派
家
老
の
加
藤
司
書
や
月
形

洗
蔵
、
真
木
和
泉
、
金
子
堅

太
郎
、
廣
田
弘
毅
、
中
野
正

剛
、
緒
方
竹
虎
で
、
玄
洋
社

と
縁
の
深
い
顔
ぶ
れ
。
格
調

高
い
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
が
見
る

人
の
理
解
を
深
め
る
。
研
修

を
受
け
る
行
員
に
見
て
も
ら

い
、学
ん
で
も
ら
う
と
い
う
。

　

展
示
は
、
本
紙
に
「
玄
洋

社
関
係
史
料
の
紹
介
」
を
連

載
し
て
い
る
石
瀧
豊
美
さ
ん

（
福
岡
地
方
史
研
究
会
会
長
）

が
監
修
し
た
。

　

行
員
研
修
が
目
的
の
も
の

で
あ
る
た
め
、一
般
か
ら
の
、

展
示
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

や
見
学
の
依
頼
に
は
応
じ
て

い
な
い
。

を
、
明
暗
流
尺
八
無
堂
会
の

会
員
が
「
虚
空
鈴
暮
」
を
献

奏
。
筑
前
今
様
道
場
宰
都
館

の
会
員
の
方
々
が
「
加
藤
司

書
公
」
を
献
吟
し
た
。

　

恒
例
の
明
治
維
新
史
学
会

会
員
、
力
武
豊
隆
氏
の
講
演

で
は
第
一
次
長
州
征
討
の
一

場
面
か
ら
、
征
長
軍
総
督
使

者
と
司
書
公
の
や
り
と
り
を

題
材
に
「
加
藤
司
書
公
の
沈

節
信
院

大勢の参列の下で行われた司書公らの追悼会

司書公らを追悼

司
書
公
の
博
多
人
形

先
覚
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル

「
コ
コ
ロ
館
」で
頭
山
翁
ら
紹
介

西シ銀
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そ
こ
で
、
鎖
国
攘
夷
論
か

ら
開
国
攘
夷
論
へ
と
大
胆
に

急
展
開
し
て
、
維
新
を
断
行

し
て
、
国
際
社
会
に
参
加
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
維
新
断
行
の
こ
ろ
か

ら
、
長
い
間
の
平
和
友
好
だ

っ
た
徳
川
幕
府
と
韓
国
と
の

外
交
も
、
や
や
穏
や
か
で
な

く
な
っ
て
い
た
。
徳
川
慶
喜

が
、
国
際
情
勢
の
急
変
を
告

げ
て
、
使
節
を
派
遣
し
よ
う

と
し
た
が
、
李
王
朝
は
、
こ

れ
に
応
じ
な
い
ま
ゝ
に
、
日

韓
外
交
は
、
維
新
政
府
に
引

き
継
が
れ
た
。維
新
政
府
は
、 

徳
川
以
来
の
深
い
関
係
が
あ

る
の
で
、
対
馬
の
宗
藩
を
し

て
、
韓
国
と
の
新
外
交
を
始

め
よ
う
と
し
た
が
、
韓
国
の

方
で
は
、
日
本
の
開
国
維
新

は
、形
を
変
じ
、俗
を
変
え
、

乗
る
所
の
船
積
も
日
本
の
旧

様
で
は
な
い（
洋
服
を
着
て
、

洋
船
に
乗
っ
て
く
る
）。
こ

う
い
う
者
は
、
国
に
入
れ
ら

れ
な
い
。
日
本
の
国
は
、
無

法
の
国
だ
か
ら
、
韓
人
は
法

令
を
守
っ
て
、
か
れ
ら
と
交

わ
っ
た
り
商
賣
す
る
の
を
禁

ず
る
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と

を
人
民
に
公
然
と
命
ず
る
始

末
で
あ
っ
た
。
外
務
省
の
花

房
義
質
の
外
交
な
ど
で
は
、

手
が
つ
か
な
い
。
在
留
の
居

留
民
も
商
賣
は
で
き
な
く
な

り
、
日
本
の
公
館
も
食
糧
を

断
ち
切
ら
れ
そ
う
な
形
勢
に

な
っ
て
来
た
。
要
す
る
に
、

韓
国
人
の
方
は
日
本
よ
り
も

二
十
年
程
度
古
く
て
、
日
本

を
洋
夷
に
服
し
た
軽
薄
の
奴

ら
だ
と
し
て
、
事
実
上
の
国

交
断
絶
の
状
況
を
生
み
出
し

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
日
本
よ
り
も
一

歩
早
く
西
欧
と
の
直
接
交
渉

を
経
験
し
て
、
手
厳
し
い
傷

を
受
け
つ
ゝ
あ
っ
た
清
国
人

で
さ
え
も
似
た
よ
う
な
感
情

が
あ
っ
た
。
日
本
が
特
急
コ

ー
ス
で
国
際
的
近
代
化
コ
ー

ス
を
と
る
の
に
深
い
違
和
不

信
感
が
あ
っ
た
。
現
代
人
か

ら
見
る
と
、
こ
の
国
交
断
絶

の
気
風
を
嫌
っ
て
、
事
を
進

め
な
か
っ
た
。
外
務
省
で
は

あ
ま
り
に
事
が
進
ま
な
い
の

で
、
直
接
、
交
渉
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
対
馬
藩

が
、
古
く
か
ら
長
期
に
わ
た

っ
て
、
経
済
な
ど
で
も
韓
国

依
存
の
政
策
を
と
っ
て
い
た

の
で
、
日
本
側
の
主
張
や
意

見
を
力
強
く
伝
達
し
討
議
し

え
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な

事
情
の
あ
る
の
も
認
め
ね
ば

な
る
ま
い
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
そ
れ
と

し
て
、
根
本
的
な
韓
国
の
外

交
の
精
神
は
、
日
本
が
西
欧

風
の
開
国
政
策
を
と
っ
て
、

東
洋
の
旧
風
に
反
し
た
と
い

う
不
信
感
に
あ
る
。

　

韓
国
の
側
で
は
「
一
切
は

二
百
年
来
の
約
定
に
よ
る
べ

き
で
あ
る
。
近
来
の
日
本
人

状
況
に
な
る
当
時
の
韓
国
の

役
人
の
非
礼
は
、
乱
暴
す
ぎ

る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
日
本
側
で

も
、
猛
烈
な
反
撥
を
生
じ
て

「
断
固
と
し
て
韓
国
の
非
を

責
め
よ
」
と
の
い
わ
ゆ
る
征

韓
論
が
、
燃
え
上
が
っ
て
来

た
。
一
世
紀
の
後
の
今
日
か

ら
見
る
と
、
国
際
近
代
化
に

対
す
る
清
韓
国
人
の
自
負
と

悠
長
さ
に
対
し
て
、
日
本
人

の
対
応
の
島
国
的
な
敏
感

さ
、
性
急
さ
と
の
対
立
が
東

洋
近
代
史
の
悲
劇
の
ム
ー
ド

を
生
み
出
し
た
か
に
思
わ
れ

る
。

　

西
郷
と
い
う
人
は
、
島
国

日
本
の
英
雄
で
は
あ
っ
た

が
、
東
洋
的
な
重
厚
さ
の
あ

る
大
き
な
人
物
で
あ
っ
た
。

か
れ
は
東
洋
近
代
化
の
急
務

を
痛
感
し
つ
つ
も
、
東
洋
文

明
の
伝
統
を
重
ん
じ
た
。
韓

国
の
態
度
を
頑
固
と
は
思
っ

た
が
、
か
れ
は
燃
え
上
が
る

征
韓
論
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

て
、
韓
国
に
対
し
て
は
、
あ

く
ま
で
も
東
洋
の
礼
儀
を
も

っ
て
、
力
強
い
説
得
の
外
交

を
す
べ
き
だ
と
信
じ
た
。
か

れ
は
明
治
六
年
五
月
の
ま
ま

の
不
快
な
状
況
で
の
国
交
断

絶
を
放
任
し
て
お
い
て
は
な

ら
な
い
と
し
て
、
深
く
思
案

し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
韓
国
と
の
間
に
事
実

上
の
国
交
断
絶
状
況
の
生
じ

た
こ
ろ
、
日
本
の
外
交
は
、

か
な
り
に
繁
忙
で
あ
っ
た
。

岩
倉
、
木
戸
等
の
重
鎮
は
遠

く
欧
米
諸
国
へ
の
訪
問
外
交

中
で
、
留
守
の
政
府
の
最
高

責
任
者
が
、
西
郷
隆
盛
だ
っ

た
。
外
交
は
副
島
種
臣
外
務

卿
が
直
接
の
責
任
者
で
、
西

郷
と
の
信
頼
感
は
深
い
。
副

島
卿
は
国
際
新
知
識
も
学
ん

だ
が
、
も
と
も
と
漢
学
の
深

い
教
養
人
で
、
北
京
に
行
っ

て
も
そ
の
漢
学
の
深
さ
な

り
、
東
洋
的
礼
節
の
風
格
に

接
し
て
、
清
朝
の
君
臣
か
ら

「
こ
れ
は
東
洋
の
文
明
人
だ
」

と
高
く
評
価
さ
れ
た
ほ
ど
の

人
で
、
決
し
て
た
ゞ
の
開
明

派
的
軽
薄
の
才
で
は
な
か
っ

た
。前
年
の
明
治
五
年
に
は
、

横
浜
で
奴
隷
船
「
マ
リ
ヤ
ル

ー
ズ
号
」
を
解
放
し
て
国
際

的
に
も
名
声
を
得
た
。

　

清
国
お
よ
び
ロ
シ
ア
と
の

間
に
も
懸
念
の
問
題
が
あ
っ

て
、繁
忙
を
極
め
て
い
た
が
、

政
府
の
閣
僚
は
副
島
外
交
を

信
任
し
て
い
た
。
し
か
し
対

韓
外
交
が
存
外
に
ト
ラ
ブ
ル

が
大
き
く
な
っ
て
来
た
し
、

こ
れ
は
外
務
省
の
一
存
で
は

決
し
が
た
い
と
し
て
、
政
府

の
閣
議
（
参
議
を
も
っ
て
構

成
さ
れ
る
会
議
）
に
、
前
途

の
方
針
に
つ
い
て
の
決
定
を

求
め
る
提
案
を
し
た
。
こ
れ

は
当
然
の
話
で
あ
る
。

　

問
題
が
閣
議
に
提
出
さ
れ

る
と
、
在
野
の
強
硬
な
対
韓

政
策
論
を
代
表
し
て
、
板
垣

退
助
、
江
藤
新
平
な
ど
が
、

き
び
し
い
軍
事
的
圧
力
政
策

の
必
要
性
を
主
張
し
た
。
そ

の
主
張
す
る
と
こ
ろ
は
、
も

と
も
と
こ
れ
は
、
韓
国
が
日

本
を
侮
っ
て
非
礼
外
交
を
す

る
の
だ
か
ら
、
日
本
の
使
節

が
、
精
鋭
な
護
衛
兵
の
一
大

隊
で
も
ひ
き
い
て
行
き
示
威

外
交
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
の
だ
っ
た
。
こ
れ

は
、
か
つ
て
米
国
の
ペ
ル
リ

が
、
艦
隊
を
連
れ
て
江
戸
幕

府
に
対
す
る
示
威
外
交
を
し

た
よ
う
な
も
の
で
、
当
時
の

先
進
列
強
が
、
後
進
国
と
の

外
交
で
は
、
し
ば
し
ば
用
い

た
軍
事
力
利
用
の
手
段
を
と

れ
、
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
世
に
い
う
と
こ
ろ
の

征
韓
論
な
の
で
あ
る
。

 

　
（
次
号
に
続
く
）

（
昭
和
六
十
一
年
四
月
発
行
「
玄
洋
」
特
別
号
外
版
よ
り
再
録
）

誤
認
の
歴
史
を
改
め
さ
す
為
に

葦 

津 

珍 

彦
③〈２〉

対
韓
政
策
、
閣
議
へ
提
出
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玄
洋
社
記
念
館
の
故
妹
尾

憲
介
・
元
理
事
長
（
平
成
八

年
、
八
十
五
歳
で
逝
去
）
が

残
し
た
日
記
風
の
遺
稿
が
、

子
息
で
同
記
念
館
の
妹
尾
俊

見
理
事
に
よ
っ
て
写
真
な
ど

も
加
え
、
Ｂ
５
判
の
冊
子
＝

写
真
＝
で
刊
行
さ
れ
た
。

　

憲
介
元
理
事
長
が
福
岡
市

議
会
議
員
を
八
期
、
三
十
二

年
務
め
た
こ
と
か
ら
、
孫
文

の
支
援
者
、
宮
崎
滔
天
の
半

生
伝
の
題
名
を
借
り
て
「
三

十
三
年
の
夢
」。

　

福
岡
市
政
転
換
期
の
事
柄

な
ど
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
お

り
、
自
身
も
同
市
議
を
七
期

二
十
八
年
務
め
た
俊
見
理
事

が
「
早
く
読
ん
で
お
け
ば
よ

か
っ
た
」
と
述
懐
す
る
ほ
ど

の
興
味
深
い
内
容
。「
父
の

直
筆
の
ほ
う
が
父
の
思
い
が

伝
わ
る
だ
ろ
う
」
と
遺
稿
の

複
写
で
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　

五
十
部
を
作
成
し
て
、
憲

介
元
理
事
長
ゆ
か
り
の
方
な

ど
に
贈
呈
し
た
。

　

一
部
を
紹
介
す
る
と
…
。

　

妹
尾
元
理
事
長
は
早
稲
田

大
学
に
入
学
し
た
昭
和
六
年

か
ら
、
中
野
正
剛
先
生
の
書

生
塾「
猶
興
居
」に
住
ん
だ
。

　

中
野
先
生
が
、
箱
根
「
富

　

一
般
社
団
法
人
玄
洋
社
記

念
館
理
事
、
中
野
正
剛
先
生

顕
彰
会
理
事
の
進
藤
勇
氏

は
、
か
ね
て
病
気
療
養
中
の

と
こ
ろ
昨
年
九
月
二
十
九
日

午
後
四
時
五
十
六
分
、
肺
炎

の
た
め
逝
去
さ
れ
た
。
八
十

一
歳
だ
っ
た
。

　

福
岡
市
職
員
、
福
岡
市
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
長
な
ど

を
務
め
ら
れ
た
。
夫
人
の
洋

子
様
（
故
人
）
は
玄
洋
社
記

念
館
創
設
者
で
元
福
岡
市

長
、
故
進
藤
一
馬
先
生
の
長

女
。

　

平
成
二
十
二
年
一
月
に
、

福
岡
市
か
ら
ご
子
息
が
住
む

東
京
・
府
中
市
に
転
居
さ
れ

た
。

士
屋
」
ホ
テ
ル
で
後
の
総
理

大
臣
、
近
衛
文
麿
公
に
面
会

す
る
の
に
お
供
。
終
わ
っ
て

「
ど
ん
な
人
で
し
た
か
」
と

尋
ね
る
と
先
生
、「
オ
ー
ン

賛
助
会
員
芳
名
録

　
（
平
成
30
年
10
月
２
日
受

け
付
け
分
ま
で
・
敬
称
略
）

　
　
　

▼
法
人
・
団
体
の
部

　
【
三
万
円
】

平
野
神
社　
　
　
（
福
岡
市
）

九
星
飲
料
工
業
㈱

　
　
　
　
（
福
岡
県
糸
島
市
）

　
　
　

▼
個
人
の
部

　
【
三
万
円
】

松
岡　

武
実　
　
（
姫
路
市
）

　
【
一
万
円
】

山
座　

和
基　
　
（
福
岡
市
）

伊
東　

聡
江　
　
（
東
京
都
）

塩
川　

隆
三　
　
（
福
岡
市
）

頭
山　

太
郎　
　
（
立
川
市
）

田
坂　

大
蔵　
　
（
福
岡
市
）

坂
井　

貞
夫　
　
（　

同　

）

安
川　

重
臣　
　
（　

同　

）

西
口　

英
世

　
　
　
　
（
埼
玉
県
川
越
市
）

長
谷
川
真
弓

　
　
　
　
（
福
岡
県
飯
塚
市
）

片
山　
　

悠

　
　
（
東
京
都
東
久
留
米
市
）

村
井　

正
隆

　
　
　
（
福
岡
県
久
留
米
市
）

速
開　

正
澄　
　
（
福
岡
市
）

小
川　

勇
二

　
　
　
　
（
福
岡
県
粕
屋
町
）

飯
島　

健
兒　
　
（
東
京
都
）

樋
口　

吉
朗

　
　
　
　
（
埼
玉
県
入
間
市
）

日
野　

俊
二　
（
筑
紫
野
市
）

お
前
に
ち
ょ
っ
と
気
の
き
い

た
人
ぢ
ゃ
っ
た
や
ね
…
笑

い
」
の
答
え
だ
っ
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。

　

市
議
会
議
員
一
年
目
。
長

浜
に
移
転
し
た
鮮
魚
市
場

が
、
中
央
突
堤
未
完
成
の
た

め
十
メ
ー
ト
ル
の
風
で
も
荷

役
が
で
き
ず
、
上
京
し
て
時

の
河
野
一
郎
農
林
大
臣
に
面

会
し
直
訴
。「
来
年
や
っ
て

や
る
」
と
約
束
を
取
り
つ
け

る
。帰
り
に
副
議
長
か
ら「
あ

ん
た
も
や
る
こ
と
ァ
や
る
ナ

ー
、
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
憶

え
て
い
る
…
」
。「
議
員
一

期
生
初
仕
事
」
と
一
言
添
え

ら
れ
て
い
る
。

花

　田

　
　
　
　勲

児

　玉

　
　和

　久

㈲
日
産
企
画

　薬

　剤

　師

大 

江 

田

　
　

 

信

大 

江 

田

　美 

子

太
宰
府
市
宰
府
三
丁
目
四
│
二
十
一

☎
〇
九
二
│
九
二
四
│
六
二
九
六

〒
818-
0117

損
害
保
険
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

太
宰
府
天
満
宮
前
駐
車
場

漢
方
薬
相
談
　
と
お
り
ゃ
ん
せ

代
表
取
締
役
会
長

代
表
取
締
役
社
長

故進藤　勇氏

妹
尾
元
理
事
長
の

「
遺
稿
」が
冊
子
に

進
藤
勇
理
事
ご
逝
去
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ー
書
と
人
物
ー

　
（
前
号
か
ら
続
く
）

　
『
天
下
之
怪
傑　

頭
山

満
』
の
「（
三
十
三
）
頭
山

満
の
家
庭
」
に
は
「
住
居
の

変
転
」
の
項
が
あ
る
。
頭
山

満
の
住
所
に
つ
い
て
は
、
今

後
き
ち
ん
と
見
極
め
た
い
と

思
う
が
、
ま
ず
は
そ
の
部
分

を
引
用
し
て
み
よ
う
。

　
「
頭
山
満
は
、
世
人
に
怪

傑
と
ま
で
持
囃
さ
れ
て
居
る

位
だ
か
ら
、
生
活
の
方
法
も

一
風
変
っ
て
居
る
。
即
ち
浪

人
生
活
で
あ
る
。
頭
山
満
程

生
活
に
変
化
の
あ
っ
た
も
の

は
あ
る
ま
い
。
幼
少
の
折
は

父
母
の
膝
下
に
生
育
し
た

が
、
十
九
歳
に
し
て
頭
山
家

に
入
り
、
こ
こ
に
姓
を
改

め
、
次
に
親
戚
の
下
駄
店
に

同
居
を
命
ぜ
ら
れ
、
後
幾
何

も
な
く
福
岡
平
尾
山
に
入

り
、
其
後
諸
国
を
流
浪
し
、

或
時
は
福
岡
御
所
ヶ
谷
に
隠

遁
し
、
或
は
地
行
に
居
を
定

め
、
殆
ん
ど
席
暖
ま
る
に
暇

な
し
と
云
う
有
様
で
あ
っ

た
。
彼
の
有
名
な
る
、
霞
ヶ

関
爆
裂
【
弾
】
事
件
の
少
し

前
、
東
都
に
入
り
、
大
阪
に

去
り
、
東
京
に
出
で
た
。
京

橋
弥
左
衛
門
町
に
、
多
数
の

書
生
を
養
う
て
、
仮
住
居
を

し
て
居
っ
た
か
と
思
え
ば
、

浜
の
家
・
枡
田
屋
の
待
合
籠

城
を
な
し
、
時
々
上
野
根
津

の
神
泉
亭
に
隠
れ
、
後
ち
牛

込
納
戸
町
に
居
を
定
め
、
又

麹
町
に
大
構
え
の
家
を
借
り

て
、多
数
の
幹
分【
こ
ぶ
ん
】

を
養
い
、
後
ち
赤
坂
榎
坂
町

に
移
り
、
或
は
麹
町
・
永
田

町
に
移
っ
た
。

　

頭
山
は
、
目
下
赤
坂
霊
南

坂
に
居
を
定
め
て
居
る
。
こ

こ
は
お
気
に
入
っ
た
と
見
え

て
、
比
較
的
永
続
き
し
て
居

る
。
…
門
に
は
主
人
自
書
の

「
頭
山
満
」て
ふ【
と
言
う
】

古
ぼ
け
た
標
札
が
掲
げ
ら
れ

て
あ
る
。」（
一
八
八
～
一
八

九
頁
）

　

霊
南
坂
在
住
時
に
関
東
大

震
災
の
被
害
に
遭
い
、
火
災

に
よ
っ
て
私
財
を
失
う
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
赤
坂

常
盤
松
に
居
を
移
し
、
晩
年

を
過
ご
す
の
で
あ
る
。
こ
の

常
盤
松
と
い
う
町
名
は
昭
和

三
年
（
一
九
二
八
）
か
ら
常

磐
松
に
変
わ
る
が
、
そ
れ
は

「
皿
」
は
割
れ
や
す
い
の

で
、
丈
夫
な
「
石
」
に
変
更

し
た
の
だ
、
と
言
う
。

　

と
こ
ろ
で
、『
天
下
之
怪

傑　

頭
山
満
』
口
絵
に
は
頭

山
満
の
自
署
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
（
写
真
１
）。
こ
こ
に

た
ま
た
ま
二
つ
の
印
が
押
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
蔵
書

印
と
言
っ
た
も
の
で
、
頭
山

満
の
自
署
と
は
関
係
が
な

い
。

　
「
内
交
」
は
内
務
省
交
付

本
を
意
味
す
る
。
発
行
日
の

六
日
後
、「
明
治
四
十
五
年

六
月
二
十
四
日
」
に
当
時
の

出
版
の
制
約
に
よ
っ
て
、
発

行
さ
れ
た
図
書
の
一
冊
が
出

版
社
か
ら
内
務
省
に
納
め
ら

れ
、
そ
れ
が
当
時
の
帝
国
図

書
館
に
「
交
付
」（
移
管
）

さ
れ
た
。「
帝
国
図
書
館
蔵
」

の
印
も
押
さ
れ
て
い
る
が
、

帝
国
図
書
館
は
国
会
図
書
館

の
前
身
で
あ
る
。
後
に
国
立

国
会
図
書
館
に
引
き
継
が

れ
、
現
在
に
ま
で
残
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
同
書
は
現
在
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ

て
い
る
の
で
、
国
立
国
会
図

書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
検
索
す
る
と
、
パ
ソ
コ

ン
上
に
画
像
を
表
示
で
き
る

（
写
真
１
は
こ
れ
に
よ
る
）。

　

写
真
１
は
、
こ
れ
が
明
治

四
十
五
年
六
月
以
前
の
比
較

的
近
い
時
期
に
書
か
れ
た
と

推
測
で
き
る
と
い
う
点
で
興

味
深
い
。
竹
筆
を
使
い
始
め

る
前
の
こ
と
で
あ
り
、
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
優
雅
な
筆
跡

と
言
え
る
。
ふ
つ
う
に
目
に

す
る
も
の
は
、「
頭
」
が
典

型
的
な
草
書
、「
山
」
が
ど

っ
し
り
と
し
た
楷
書
、「
満
」

が
草
書
を
さ
ら
に
花
押
の
よ

う
に
く
ず
し
た
印
象
を
受
け

る
文
字
と
な
っ
て
い
る
が

（
写
真
２
）、
写
真
１
は
筆

の
動
き
方
は
写
真
２
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、

全
体
に
受
け
る
印
象
は
か
な

り
違
う
。
雄
渾
さ
よ
り
は
優

雅
さ
が
優
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
頭
山
満
は
う
ま
い
字
を

書
け
る
の
だ
が
、
後
に
は
あ

え
て
そ
の
う
ま
さ
を
崩
し
て

い
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
の
が
私
の
仮
説
だ
が
、

頭
山
満
の
字
の
変
遷
を
追
い

か
け
る
上
で
、
写
真
１
は
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。

　

写
真
２
は
最
近
、
濱
地
光

男
氏
よ
り
ご
提
供
い
た
だ
い

た
史
料
写
真
か
ら
、
頭
山
満

の
署
名
部
分
を
切
り
取
っ
た

も
の
。
昭
和
十
二
年
十
二
月

二
十
九
日
に
署
名
し
た
こ
と

が
確
定
で
き
る
点
で
こ
ち
ら

も
貴
重
で
あ
る
。
写
真
２
で

は
特
に「
満
」の
縦
棒
三
本
、

最
後
に
ボ
テ
ボ
テ
と
打
た
れ

た
二
つ
の
点
に
特
色
が
あ

る
。
写
真
１
で
は
ま
だ
さ
ん

ず
い
が
残
っ
て
い
る
。
写
真

２
は
誰
に
も
真
似
の
で
き
な

い
独
特
の
「
満
」
で
あ
る
。

掛
け
軸
、
扁
額
、
記
念
碑
な

ど
で
も
よ
く
目
に
す
る
。

玄
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